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ＪＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会・代表理事理事長 柳井 二三夫）では、ＴＯＫＹＯ ＦＭ

をはじめとするＪＦＮ３８局ネットで放映中の１０代向けラジオ番組「ＳＣＨＯＯＬ ＯＦ ＬＯＣ

Ｋ！」（月～金曜日 ２２時～２３時５５分）において、１１月７日（月）から、新コーナー『ＡＮＺＥ

Ｎ ＬＯＣＫＳ！』の提供を開始し、リスナーの中心層である中高生に向けて交通安全を呼びかけます。 

また、『ＡＮＺＥＮ ＬＯＣＫＳ！』の提供開始と併せて、コーナーと連動した特設ＷＥＢサイトを同

日から公開します。 

 

 

 

 

 

 

 

『ＡＮＺＥＮ ＬＯＣＫＳ！』は、毎週月曜日の２３時から２３時７分頃に放送するリスナー参加型

の新コーナーです。このコーナーでは、中高生に交通安全をジブンゴトとして考えてもらうためにリス

ナーに電話をかけ、自転車に関する交通ルールやマナーをはじめ、様々な交通安全に関するクイズを出

題。電話に出たリスナーは、クイズに解答するとともに、交通安全に関する体験談や学校でのできごと

などをパーソナリティのお二人と語りあい、最後に交通安全ルールの順守を誓います。 

 コーナーと連動した特設ＷＥＢサイト（下記参照）では、クイズへの参加者募集のほか、放送後には

クイズの解答や解説とあわせて、放送されたリスナーとパーソナリティのトークをブログとして記しま

す。アーカイブ化を図ることで、より多くの中高生へ交通安全ルールやマナーを守ることの大切さを発

信していきます。 

 加えて、『交通ルール・マナー』篇、『スタントマン体験』篇、『スタントマン』篇の３本のラジオ 

ＣＭを制作し、コーナー後に放送することで、リスナーにＪＡ共済の交通安全への想いを伝えます。 

 

 ＪＡ共済連では、引き続き、幅広い世代へむけた交通安全啓発活動を通じて、豊かで安心して暮らせ

る地域社会づくりに貢献してまいります。 

ＴＯＫＹＯ ＦＭ系列「ＳＣＨＯＯＬ ＯＦ ＬＯＣＫ！」内で新コーナーの提供を開始 

 

 

１０代に圧倒的人気を誇るラジオ番組を活用し、交通安全を呼びかけます。 

中高生に向けた新たな交通安全啓発の取組み 

N e w s  R e l e a s e 



 

■ 『ＡＮＺＥＮ ＬＯＣＫＳ！』 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※特設ＷＥＢサイトのイメージ 

 

URL ： https://www.tfm.co.jp/lock/anzen/ 

2022年 11月 7日 15時オープン（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

放 送 番 組 名 ： 「ＳＣＨＯＯＬ ＯＦ ＬＯＣＫ！」（月～金曜日 ２２時～２３時５５分） 

放 送 局 ： ＴＯＫＹＯ ＦＭをはじめとするＪＦＮ３８局ネット 

提供コーナー名 ： 『ＡＮＺＥＮ ＬＯＣＫＳ！』 

放 映 時 間 ： 毎週月曜日 ２３時～２３時７分 （うち、ＣＭ枠４０秒） 

内 容  クイズを通じたリスナー参加型交通安全啓発番組 

 

 

放送日 テーマ クイズ（予定） 

１１月７日 学年別自転車事故について 
自転車事故件数が多いのは、①小学生、②中学生、③高校生

のうちどれ？ 

１１月１４日 
中高生の自転車交通事故

について 
順次特設ＷＥＢサイトに掲載 

１１月２１日 警告ベルの使用について 

１１月２８日 夜間の服装について 

 

《１１月に出題予定の交通安全クイズ（予定）》 

https://www.tfm.co.jp/lock/anzen/


 

■ 『ＳＣＨＯＯＬ ＯＦ ＬＯＣＫ！』について 

ラジオ番組『ＳＣＨＯＯＬ ＯＦ ＬＯＣＫ！』は、“全国の蒼き若者たちの未来の鍵（ＬＯＣＫ）を握るもうひとつの学校”

をコンセプトに２００５年に放送を開始。現在は、ダンス＆ボーカルグループ「ＧＥＮＥＲＡＴ ＩＯＮ S  

ｆｒｏｍ ＥＸＩＬＥ ＴＲＩＢＥ」のメンバーとして活躍する「小森隼」さんとタレントの「ぺえ」さんが、それぞれ「こもり校長」、

「ぺえ教頭」としてパーソナリティを務めています。 

昨年３月にＳＮＳで配信した同番組のイベントには、２２０万人以上の視聴者、７万件以上のコメントが寄せられる

など、１０代から圧倒的な人気を有するラジオ番組です。 

番組公式ＷＥＢサイトでは、全国の生徒（リスナー）が集まる教室という位置付けで、サイト内で活発な議論が行

われています。 

掲示板の登録者数は累計５０万人以上を誇り、毎日３００～４００通の投稿がなされます。公式ツイッターにおいて

も約３１万人のフォロワーを抱えるなど、今、最も１０代が集うメディアのひとつと言えます。 

 

 

■ 参考：他年代と比較して二輪車の事故が多い中高生 

自転車は多くの中高生にとって日常的な移動手段であり、その移動範囲は年齢が進むにつれて広がっていきます。 

 一方で、令和２年度の二輪車（自動二輪車・原付自転車・自転車）乗車中の交通事故死傷者数を見ると、中高生を

多く含む１３歳～１９歳が他の年齢層と比べて高い傾向を示しており、中高生に向けた交通安全啓発が急務となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 


